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令和５年度 公益財団法人宇治市野外活動センター 

 事業報告書 

 

Ⅰ．年度総括 

当法人は令和 4年度からの 5年間、指定管理者として宇治市総合野外活動センター運営を受託し

ている。 

お客様がアクトパル宇治を創り育てる人となっていただけるよう、Make it together をキーワ

ードにして、笠取の自然の中で豊かな心や公共心を涵養できるよう次の 3つのミッションを柱とし

た事業を展開した。 

○豊かな自然の中で野外活動を楽しみながら日常生活を見直し、環境について考える機会を提供

する。 

 ○自ら学び自ら考える力を育むことができる教育施設として、活動の場を提供する。 

○地域に根づいた事業を展開し、笠取地域の活性化、宇治市さらには近隣地域のグリーン・ツー

リズムに貢献する。 

 

令和 4 年度より導入された利用料金制度を自立した経営力を発揮するチャンスととらえ、お客様

のニーズに合わせたテントエリアの拡大や予約不要工作イベントの開催等、収益増に向けた取り組

みを進めるとともに、各種委託業務契約の内容や人員配置の見直し等、必要経費の削減にも努めて

きた。令和 5 年度は団体利用促進にむけた広報活動の強化や、オートキャンプ等の新規事業の開発

に取り組むとともに、新たに食堂や売店でのキャッシュレス決済を導入した。 

施設管理においては経年による消耗・劣化箇所の点検修理を実施、緊急的な修繕も適宜実施し、

お客様に安心安全にご利用いただけるよう努めた。 

有限会社笠取ファームとは連携を密にし、イベント協力や新規メニューの販売等、必要に応じて

協議の場を設けた。 

 

令和 5 年 5 月には新型コロナウイルス感染症が５類移行となったことを受け、宿泊や炊事利用の

利用数制限を徐々に緩和した。新型コロナウイルス感染症の影響が年度前半において団体利用の大

きな利用減少要因となったものの、年間利用者数は 90,091 人と前年より約 16％増加した。最終的

な利用料金収入は自治体の旅行支援事業分（約 35 万円）を含め約 3,395 万円（当初予算比マイナス

約 70 万円、前年比プラス約 700 万円）となった。 

社会情勢の影響により電気料金が予算額より大幅に値上がりしており、当初予算比で約 380万円

の支出増となった。光熱費の高騰や収益の柱である団体利用の回復の遅れが収支に大きな影響を与

えることになったため、リスク分担にかかる宇治市との協議の結果、令和 5 年度は指定管理料を約

700万円追加する形で指定管理変更協定を締結した。 
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Ⅱ．事業内容 

１． 指定管理業務 

宇治市より「宇治市総合野外活動センター アクトパル宇治」の指定管理業務を受託した。 

 

（１）活動支援事業                               

    お客様が施設を利用されるにあたり円滑に活動できるよう、天体観察プログラムを案内す

る天文ボランティアの調整や、創作活動の補助、農業体験の実施調整等の支援を行った。 

     また、より充実した活動プログラムの開発を行うための野外活動等に関する最新情報の

収集を行った。 

 

  活動支援事業例  

  〇天体観察での天文プログラムの実施 

  〇陶芸や木工作品等の創作活動の指導・助言 

   ・令和 5年度よりお客様のニーズや木材等、原材料費の高騰に対応するため、創作活動プロ

グラムのリニューアルを図った。 

  〇農業体験やふるさと体験等の紹介 

  〇林間学校・スポーツ合宿等でのプログラム相談 

  〇Webでの情報発信 

   ・ホームページで施設予約状況、イベント情報等、最新の情報発信を行った。 

・令和 4年度より SNS（Instagram X Facebook）を毎日更新しており、フォロワー数も伸び

ている。（令和 6 年 3月末現在 Instagram 863人、 X 510人、 Facebook 626人） 

  〇工作棟オープンデー 

   ・工作棟の利用促進を図るため、予約不要で工作棟で各種クラフト体験ができるイベントと

して新たに実施した。 
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（２）野外活動奨励事業                           

市民が気軽に野外活動に親しめる機会を提供するとともに、幅広い層に野外活動センター

の利用が促進されることを目指して予約不要のイベントを開催した。 

    利便性の向上と工作プログラムの PR につなげるため、事前予約不要の工作プログラムを

提供した。 

  事業一覧  

   春まつり、アクトパルであそぼう！ 

   山であそぼう！、秋まつり、ハロウィンをたのしもう！、わいわいホリデー、 

   体育館であそぼう、笠取交湯会、新春笠取市、つくってあそぼう、 

   星空オープンデー、親子で楽しむグラウンド・ゴルフの日、春・秋のグラウンド・ゴルフデー 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）活動体験事業                             

丁寧なサポートと充実したプログラムを提供するために、定員を設けた有料イベントを年

間約 50イベント企画・実施し、生涯学習の推進を図った。 

    親子で参加しやすい初心者向けの単発プログラムを中心とする一方、野外活動に深く興味

を持ってもらう連続企画や年間を通じた登録制のクラブも実施した。 

① 自然・文化・農業 

   笠取ならではの自然を生かした体験や農業体験、また笠取に古くから伝わる文化に触れる体験

イベント。 

 事業一覧  

   春の野草探しと天ぷらづくり、田んぼ体験（連続企画：田植えから収穫まで）、 

   お茶摘み・製茶＆ティータイム、じゃがいも掘り＆クッキング、 

   虫ムシ大作戦、さつまいも掘り＆クッキング、ふるさとを味わおう、 

畑体験（連続企画：玉ねぎとじゃがいも～植え付けから収穫まで～）、 

秋のピクニック、ミニ門松＆ミニ鏡餅づくり＆もちつき、 

冬のふるさとハイキング、しいたけの菌打ち体験、 

天文教室、グラウンド・ゴルフ大会 
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② アウトドア体験 

   初心者がアウトドアを楽しむためのちょっとしたコツをアドバイスして、アクトパルの炊事棟

やキャンプ道具をご利用いただきスキルアップできるイベント。 

 事業一覧  

 冬キャンプのすすめ（中止）、親子 deキャンプ、 

 燻製をたのしもう！、アウトドアクッキング（生地からのピザ作り）、 

炭火で焼くバウムクーヘン、冬のアウトドアクッキング（ダッチオーブンで簡単調理）、 

ダッチオーブンでケーキをつくろう！、ＢＢＱをたのしもう！、 

アウトドアクラブ（年 5回連続企画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 手作り体験 

   施設近辺で取れる自然素材を使ったり、工作棟で電動工具や陶芸窯を使ったりとアクトパルな

らではの手作り体験ができるイベント。 

 事業一覧  

  陶芸教室入門編、夏休み親子工作デー、そば打ち体験、 

手打ちうどん教室、流しそうめんセットをつくろう！、 

クリスマスリースづくり、陶器のランタンづくり、陶芸教室ろくろ編 

冬の木工教室、陶芸クラブ（年間登録制） 
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（４）宇治市総合野外活動センター管理運営事業                    

 お客様に安全・安心、快適に施設を利用していただけるよう維持管理を行い、施設を良好に管理

する。あわせて、施設使用の予約受付から申請許可、使用料の徴収等、施設運営に係る業務を行っ

た。 

教育活動、レクリエーション活動の場として学校・団体利用の促進を図るとともに、お客様満足

度の向上や地域貢献につながる事業を展開した。 

 年度前半は新型コロナウイルス感染症の影響により団体利用が少なかったものの、5 月の 5 類移

行後は制限の緩和により徐々に利用が回復し、年間利用者数は前年度比約 16％増となる 90,091 人

となった。 

《宿泊利用者数》30,450人 《日帰り利用者数》59,641人 《総利用者数》 90,091人 

 

また電気料金が社会情勢の変化による影響で高騰し、節電に努めたものの当初予算額より約 380

万円の増額となった。 

利用料金収入においては、新型コロナウイルス感染症の影響が年度前半において団体利用の大き

な減少要因となったものの、年度後半は利用が回復し最終的な利用料金収入は自治体の旅行支援事

業分（約 35 万円）を含め約 3,395 万円（当初予算比マイナス約 70 万円、前年比プラス約 700 万円）

となった。 

  光熱費の高騰や収益の柱である団体利用の回復の遅れが収支に大きな影響を与えることになっ

たため、リスク分担にかかる宇治市との協議の結果、令和 5年度は指定管理料を約 700万円追加

する形で指定管理変更協定を締結した。 

 

【令和 5年度の主な取り組み】 

 〇新型コロナウイルス感染症対策 

  ・新型コロナウイルス感染拡大防止対策として一部の施設や備品類の利用を制限した。 

（5月の 5類移行後は解除した。） 

・5月連休明けの新型コロナウイルス感染症の 5類移行後は影響縮小に伴い、宿泊室、炊事棟等 

の施設利用制限を徐々に解除し、利用促進につなげた。 

 

〇団体利用の促進 

・「スポーツ合宿プラン」「研修プラン」チラシを作成し、近隣の高校、大学、スポーツ団体、企

業等に案内するとともに、資料を送付し新規利用団体の獲得、利用促進を目指した。 

・アウトドアショップにチラシの配架を依頼し、PRを図った。 

  

〇グラウンド・ゴルフ利用の促進 

・愛好家をはじめ、幅広い層にご利用いただけるよう令和 4年度から始めた回数券販売を継続し、

利用促進につなげた。 

・食事とセットにしたグラウンド・ゴルフ割引プランを作成し販売した。 
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 〇会議システムの整備 

  ・研修室においてワーケーション利用や企業や学校の会議スペースとしても活用できるようリモ

ート会議の設備を整えた。 

 

〇団体、企業との連携 

・eco ット宇治と共同で行っている森林保全活動「どんぐりプロジェクト」を継続し、里山環境

保全の取り組みを広めた。 

・アルペンアウトドアーズ宇治店と相互集客の提携を結び、アルペン店頭で利用案内、利用プラ

ンチラシを配架した。 

 

〇陶芸窯の更新 

・陶芸プログラムの効率的な運用、利用者の満足度向上につなげるため、積み立ててきた資金で

電気陶芸窯を新たに購入した。 

 

〇お客様意見・クレームへの対応 

・施設ご利用のお客様にアンケートやインタビューを実施し、ご要望や不満な点をくみあげ改善

につなげた。 

・イベント参加者には Webアンケートを導入し、回答と集計の効率化を図った。 

 

〇施設修繕の取り組み 

・アスレチックや常設テントの劣化部分の修繕をはじめ、安全に施設をご利用いただけるよう適

宜点検・修繕を実施した。 

・大規模修繕については宇治市と協議、調整の上、放送設備更新工事を実施した。 

 

〇市内公共施設との連携 

・山間地域で高齢者も多い笠取地域の皆様に気軽に利用いただけるよう、宇治市立図書館と連携

し図書配本サービスを提供し地域サービス向上に貢献した。 

 

〇トイレ設備の改善 

  ・多目的トイレ（11か所）の便座を洗浄機能付きに改修した。 

 

〇キャッシュレス決済の拡充 

  ・現金以外の支払い方法に対応するため、令和 4年度からクレジットカード、電子マネー等が利 

用可能なキャッシュレス決済を導入している。令和5年度より利用可能な決済事業者を追加し、 

キャッシュレス決済利用率は約 35％となっている。 

 

〇有限会社笠取ファームとの協力体制 

  ・植栽管理ならびに清掃作業を委託し、清潔感と開放感あふれる環境を維持した。 

・日常的な課題や業務改善に向けた取り組みについて、毎月定例会議を実施した。 



8 

 

 ・農業体験、ふるさと体験、各種イベント開催にあたって連携し、お客様と地域住民との交流の

場を提供した。 

 

〇宇治市との連携 

  ・宇治市教育委員会の担当部署である生涯学習課と月 1回の定例会議を開き、施設の最新状況や

修繕計画等について協議し、連携を密にした。 

  ・宇治市子どもの読書活動推進委員会との連携事業として令和 4年度に管理棟ホール図書コーナ

ーに設けた子ども読書コーナー「えほんの森」スペースに、京都府の「豊かな森を育てる交付

金事業」を活用して新たにキッズハウスや絵本棚、子どもベンチ等を配置し、利用者により一

層読書を楽しんでもらえるよう環境の充実を図った。 

 

 

２． その他自主事業 

  施設外でのイベント開催や外部事業者との提携を図るなど、設置施設の枠組みにとらわれない柔

軟な事業展開を行った。 

  食堂及び売店運営業務を有限会社笠取ファームに委託し、地域の特色を生かした食事提供や物品

販売を行った。 

お客様のニーズにこたえ利便性を高めるため、新たな利用プランや貸出物品を追加した。 

 事業例  

・食堂売店運営を笠取ファームに委託 

食堂では地元笠取産の米を使用した食事を提供した。 

   売店やイベントで野菜や特産物の販売を実施した。 

食堂新メニューとして「天丼」「豚丼」を販売した。 

   鍋焼きうどんとグラウンド・ゴルフをセットにした割引プランを提供した。 

  ・出張工作教室の実施 

    木幡公民館でのイベントに出店し、施設外で工作プログラムを提供した。 

  ・ウエディング事業者とタイアップした野外結婚式の開催をサポートした。 

  ・お客様の利便性を高めるため、有料貸出物品を追加した。（アウトドアテーブル、アウトドアチ

ェア等） 

  ・三角広場をオートキャンプ場として活用し、オートキャンププランの提供を開始した。 

  ・常設テントの利用促進を図るため、特別プラン「森と星キャンプ」の提供を開始した。 
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野外活動奨励事業・野外活動体験事業 事業一覧 

（活動奨励事業） 

野外活動に親しめる機会を提供するとともに、幅広い層に野外活動センターの利用が促進されるこ

とを目指して予約不要のイベントを開催した。 

 総合計 8,824人 

 

開催日 事業名 目 的 SDGs目標 

4月 9日（日） 春まつり 

桜が見ごろの時期に地元特産品の販売や市民グ

ループ・障がい者施設の出店を行うことで、市

民が自然に親しむ機会を創出し、地域振興・交

流の機会につなげた。 《参加者 1,787人》 

 

4月 16日（日） 

～令和 6年 3月 20日 

（水・祝） 

つくってあそぼう！& 

季節のクイズラリー 

(全 22回) 

参加費無料・予約不要で出来る工作イベントを

2ヶ月に 1度内容を変えて、気軽に工作を楽し

める機会を提供した。また、季節ごとの自然に

ちなんだ問題を作成し、施設内 6か所でクイズ

ラリーを楽しんでもらいながら、アクトパルの

施設紹介も兼ねた。   《参加者 160人》 

 

4月 21日（金） 

（4/7 が雨天のため延期） 

春のグラウンド・ゴルフ

デー 

グラウンド・ゴルフ場を無料開放し、コミュニ

ケーションの場を創出するとともに、生涯スポ

ーツとしてのグラウンド・ゴルフの普及を図っ

た。        《参加者 30人》 

  

4月 29日（土・祝） 

9月 18日（月・祝） 

親子で楽しむ 

グラウンド・ゴルフの日 

親子か祖父母＆孫など大人と子どもが一緒に気

軽にプレーできるよう料金を割引し、交流の場

を創出するとともに、生涯スポーツとしてのグ

ラウンド・ゴルフの普及を図った。 

《参加者 60人》 

 

6月 4日（日） アクトパルであそぼう！ 

新緑の時期に丸太切り体験、じゃがいも掘りな

ど自然豊かな施設の特徴を生かした多彩なイベ

ントを実施することによって、市民が自然に親

しむ機会を創出した。 《参加者 1,189人》 

 

8月 11日（金・祝） 山であそぼう！ 

山の日にちなみ野鳥の観察、生物調査、標本づ

くり、工作などを実施し、山の自然を身近に感

じてもらう機会とした。 《参加者 262人》 

  

 

10月 9日（月・祝） 秋まつり 

（有）笠取ファーム、笠取小学校と共催し、地

元特産品の販売や市民グループ・障がい者施設

の出店、地域の活動紹介を行うことで、地域振

興・交流の場を創出した。《参加者 1,672人》 
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開催日 事業名 目 的 SDGs目標 

10月 29日（日） 
ハロウィンをたのしも

う！ 

ハロウィンの時期に合わせて、仮装ショーな

どを通じて風習や手作りの楽しさを伝えた。 

また、絵本の読み聞かせも行った。 

《参加者 340人》 

 

12月～ 

令和 6年 2月 

（毎週日曜・祝日） 

わいわいホリデー 

（全 17 回） 

ゆったり過ごしてもらえる室内で、季節にち

なんだ楽しい企画を盛り込み、利用促進の広

報活動と冬場での楽しみを提供した。 

《参加者 1,380名》 

  

12月 10日（日） 

令和 6年 

1月 7日（日） 

2月 18日（日） 

2月 23日（金・祝） 

体育館であそぼう 

（全 4回） 

体育館を無料開放して、冬でもスポーツを楽

しめる場を提供した。また、アクトパルの体

育館を知ってもらう機会とした。 

  《参加者 566人》 

 

1月～2月 

（毎週土曜日） 
笠取交湯会（全 8回） 

笠取地域の住民を対象に大浴場を開放するこ

とにより、交流の場を提供し、地域との結び

つきを深めた。     《参加者 119人》 

  

1月 6日（土） 

1月 7日（日） 

1月 8日（月・祝） 

新春笠取市（全 3回） 

笠取地元産野菜の販売を始め、陶器市や、豚

汁・つきたて餅の販売などで、新春の笠取の

魅力を発信した。   《参加者 388人》 

 

4月 22日（土） 

6月 10日（土） 

6月 17日（土） 

8月 5日（土） 

11月 18日（土） 

令和 6年 

1月 27日（土） 

2月 24日（土） 

星空オープンデー 

（全 7回） 

施設内の望遠鏡などの天体観察設備の特長を

生かし、星空に関心を持ってもらえるプログ

ラムを実施した。また、天文ボランティアの

活動の場を創出した。 

《参加者 871人》 
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（活動体験事業） 

 丁寧なサポートと充実した有料イベントを年間約 50 イベント企画・実施し、生涯学習の推進を

図った。親子で参加しやすい初心者向けの単発プログラムを中心とする一方、野外活動に深く興味

を持ってもらう連続企画や年間を通じた登録制のクラブも実施した。 

総合計 1,937人 

開催日 事業名 目 的 SDGs目標 

4月 16日（日） 
春の野草探しと野草の天

ぷらづくり 

施設内での野草摘みを通じて、食用にできる

植物を知り、摘んだ草花を材料に天ぷらにし

て食育の一助とした。 

       《定員 30人 参加者 25人》 

 

①5月 ７日（日） 

②6月 17日（日） 

令和 4年度畑体験つづき

（①たまねぎ・②じゃが

いも収穫） 

地元農家の協力により、自分たちで植え付け

した玉ねぎとじゃがいもの収穫を行った。 

《定員 50人 参加者①27人②12人》 

 

①5月 13日（土） 

②5月 14日（日） 

（2回開催） 

お茶つみ・製茶&ティー

タイム 

施設内の茶畑での茶摘みから製茶体験など通

じて宇治の代表的な産品である茶のことをよ

く知ってもらう機会とした。        

《定員各 24人 参加者①15人②18人》 

 

田植え 

①5月 20日（土） 

②5月 21日（日） 

稲刈り 

①9月 16日（土） 

②9月 17日（日） 

田んぼ体験 

～田植え＆稲刈り～ 

笠取ファームの協力により、田んぼで田植え

と稲刈りを体験した。自分で植えた稲が育つ

のを観察し、稲穂が垂れたタイミングで稲刈

りをすることで、自然の恵みを体感し食べ物

を大切にする心の醸成につなげた。            

《定員各 40人 参加者延べ 142人》 

  

 

①5月 27日（土） 

②5月 28日（日） 

（2回開催） 

バウムクーヘンをつくろ

う！ 

野外でのバウムクーヘン作りに挑戦すること

によって、アウトドアの料理の奥深さに触れ

るとともに、家族で協力し作り上げること

で、コミュニケーションを深める機会とし

た。   

《定員各 36人 参加者①35人②38人》 

 

①6月 24日（土） 

②6月 25日（日） 

（2回開催） 

じゃがいも畑のくいしん

坊 

笠取ファーム所有の畑でじゃがいも掘りを体

験し、その場（畑）で調理した掘りたてのい

ものおいしさを知ることで農業体験の楽しさ

を知る機会とした。  

《定員各 24人 参加者①19人②26人》 

 

7月 2日（日） 

（午前午後 2回開催） 
陶芸教室～入門編～ 

陶芸をはじめたい人のために初心者向けの教

室を開催し、陶芸に親しんでもらうとともに

より上級の作品に取り組むことができるよう

に案内した。 

《定員各 24人 参加者午前 22人午後 17人》 
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開催日 事業名 目 的 SDGs目標 

①7月 15日（土） 

②7月 16日（日） 

③7月 17日（月・祝） 

（3回実施） 

流しそうめんセットを 

つくろう！ 

家族で協力し、竹で流しそうめんの台や食器

づくりをすることでモノづくりの楽しさを共

有し、家族の絆を深める機会とした。 

《定員各 24人参加者①23人②25人③25人》 

 

7月 22日（土） 

～23日（日） 

（1泊 2日） 

虫ムシ大作戦 

虫捕りや観察を通じて身近な自然に親しみ、

豊かな生態系を守ることの大切さを学ぶ機会

とした。   《定員 30人 参加者 17人》 

  

8月 6日（日） 

（午前午後 2回開催） 
夏休み親子工作デー 

夏休みに親子が協力して木工作品作りに取り

組むことにより、親子の協力関係を築くきっ

かけづくりを行うとともに、講師の指導で工

作道具の正しい使い方なども学び、モノづく

りの楽しさを体感することを目指した。  

 《定員各 24人 参加者午前 9人午後 9人》 

 

8月 26日（土） 

～27日（日） 

（1泊 2日） 

親子 de キャンプ 

キャンプ経験のない家族が気軽に参加でき

て、普段と違った環境の中での家族内のコミ

ュニケーションづくり、キャンプやアウトド

アに親しむ契機となることを目指した。             

《定員 24人 参加者 20人》 

  

 

①9月 2日（土） 

②9月 3日（日） 

（2回開催） 

アウトドアクッキング 

地元のイタリア料理店のシェフのレシピで生

地からつくる窯焼きピザを体験することを通

じて、アウトドアでの料理を楽しみ、食育に

つなげた。 

《定員各 24人 参加者①20人②22人》 

  

 

①10月 21日（土） 

②10月 22日（日） 

（2回開催） 

いもほり＆クッキング 

畑でさつまいも収穫した後、とれたてのさつ

まいもを使って炊事棟で簡単なお菓子類を作

ることでアウトドアでの料理を楽しみ、食育

につなげた。  

《定員各 24人 参加者①18人②21人》 

 

【苗・たねいも植え】 

①11月 4日（土） 

②令和 6年 3月 3日(日) 

【収穫体験】 

令和 6年 

③5月 5日（日） 

④6月 15日（土）予定 

（全 4回） 

畑体験 

～玉ねぎの苗と種いもの

植え付け＆収穫～ 

 

地元農家の協力により、畑での植え付けと収

穫の両方を体験した。自分で植えた苗が育

ち、春を迎えて収穫、さらに調理することで

食べ物を大切にする心の醸成につなげた。       

《定員 50人 参加者①37人②37人》 
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開催日 事業名 目 的 SDGs目標 

11月 5日（日） 燻製をたのしもう！ 

簡単な方法で、肉をはじめ意外な食材を燻製

することによって、野外ならではのクッキン

グを身近に感じてもらえる機会とした。ま

た、燻製の技法を知ることで無駄のない食材

の消費を考える機会とした。 

《定員 40人 参加者 36人》 

 

11月 12日（日） そば打ち体験 

そば打ちを体験することでそば打ちを身近に

感じ、ふるさとの食文化や手作りの楽しさを

体感する機会とした。 

《定員 20人 参加者 18人》 

 

①11月 18日（土） 

②11月 19日（日） 

（2回開催） 

ふるさとを味わおう 

ひき臼を使ったきなこづくり、杵と臼を使った

もちつきを通して、地域に伝わる昔の道具の使

い方や食べ物の文化に触れた。また、地元の畑

でとれたての大根を味わうことで農業体験の

楽しさを知る機会とした。 

《定員各 24人 参加者①9人②17人》 

  

 

11月 23日（木・祝） 秋のピクニック 

紅葉を楽しみながら施設周辺の里山を歩き、樹

木の説明などで自然との接し方を学んだ。ま

た、落ち葉焚きで笠取産の焼き芋を味わい、秋

の笠取の魅力を伝えた。 

    《定員 30人 参加者 34人》 

 

12月 3日（日） 

（午前午後 2回開催） 

クリスマスリースをつく

ろう！ 

施設周辺の植物など自然の素材を生かしたオ

リジナルのリースづくりを通して、豊かな自然

やモノづくりの楽しさ、クリスマスリースの由

来を知る機会とした。 

《定員各 24人 参加者午前 15人午後 20人》 

 

12月 10日（日） 
ダッチオーブンでケーキ

をつくろう！ 

クリスマスの時期に合わせて、野外炊事の道

具を使ってのケーキづくりを行うことで、ア

ウトドアでのクリスマスを楽しんでもらっ

た。         

《定員 30人 参加者 26人》 

 

12月 17日（日） 

（中止） 
冬キャンプのススメ 

初心者向けの火おこしや野外炊事、冬キャンプ

レクチャーなどアウトドア体験を通じて、身近

な自然に親しむきっかけづくりとなるような

イベントを実施予定だったが、応募者が 4名の

みだったため、中止とした。       

《定員 24人》 
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開催日 事業名 目 的 SDGs目標 

①12月 23日（土） 

②12月 24日（日） 

（2回開催） 

ミニ門松・鏡もちづくり

＆もちつき 

迎春準備としてのミニ門松づくりともちつき、

ミニ鏡もちづくりを体験することで、古くから

受け継がれている伝統や風習に親しんだ。              

《定員各 24人 参加者①29人②22人》 

 

 

1月 8日（月・祝） 

（午前午後 2回開催） 

陶器のランタンづくり 

切り絵象嵌の技法を用いて筒状のランタンを

作り、陶芸の楽しさに触れた。 

《定員各 24人 参加者午前 7人午後 12人》 

 

1月 13日（土） 

～14日（日） 

（1泊 2日） 

冬のふるさとハイキング 

笠取の旧跡を巡りながら里山を歩き、冬ならで

はの笠取の自然を体感するとともに、地元農家

のしいたけ栽培の見学など笠取の農産品を知 

ってもらい地元との交流も図った。 

《定員 20人 参加者 5人》 

 

1月 21日（日） 
冬のアウトドアクッキン

グ 

地元特産品の野菜を使った温かい料理を家族

が協力して作って食べることで、家族の絆を深

める場を提供するとともに、冬のアウトドアの

楽しみ方を知るきっかけとした。    

         《定員 24人 参加者 20人》          

 

2月 3日（土） 

～4日（日） 

（1泊 2日） 

親子で楽しむ木工教室&

星空観察 

２日間かけていろいろな工具を使い、本格的な

木工作業に取り組んで道具の使い方や木工作

の楽しさに触れるとともに、笠取産野菜のお鍋

や冬の星空観察など、家族でゆっくり過ごせる

場を提供した。 《定員 20人 参加者 13人》 

 

 

2月 10日（土） 

（午前午後 2回開催） 
陶芸教室～ろくろ編～ 

陶芸経験者を対象に、電動ろくろを使った作

品づくりに挑戦し、ステップアップを目指し

た。 

《定員各 24人 参加者午前 14人午後 7人》 

 

2月 11日（日） 

（午前午後 2回開催） 
しいたけの菌打ち体験 

地元農家を講師に招き、しいたけの菌うちや、

ほだ木の育て方を学ぶことを通して笠取の農

業・特産品を知るきっかけとした。 

《定員各 24人 参加者午前 12人午後 12人》 

 

①3月 9日（土） 

②3月 10日（日） 

（2回開催） 

手打ちうどん教室 

うどん打ちの講師による笠取の名水を使った

うどん作りを通じてふるさとの食文化や手作

りの良さを学んだ。 

《定員各 24人 参加者①23人②26人》 

 

3月 24日（日） BBQをたのしもう！ 

家族で野外ＢＢＱを楽しめるよう、野外炊飯の

基本やコツなど実践を通じて習得する機会を

提供した。    《定員 24人 参加者 23人》 
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（単独事業を複数回実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 事業名 目 的 SDGs目標 

 

① 5月 27日（土） 

② 7月 1日（土） 

③ 9月 30日（土） 

④10月 21日（土） 

⑤12月 16日（土） 

～17日（日） 

（1泊 2日） 

令和 6年 

⑥3月 16日（土） 

（6回開催） 

天文教室 

「デジタルで楽しむ星空観察」 

「七夕の星&プラネタリウム体験」 

「中秋の名月」 

「ファミリー星座入門」 

「宿泊天文教室」 

 

 

 

「宇宙人はいるのか？」 

天体観察だけではなく、テーマに合わせた話や

工作・実験などを交えて、奥深い天文の世界に

触れる機会とした。    

《定員①②④⑤24人 ③⑥40人 

 参加①13人②14人③35人④15人 

⑤19人⑥37人》 

 

 

① 4月 22日（土） 

② 5月 26日（金） 

③ 6月 10日（土） 

④ 7月 8日（土） 

⑤ 9月 23日（土・祝） 

⑥10月 20日（金） 

⑦11月 3日（金・祝） 

⑧12月 2日（土） 

令和 6年 

⑨ 1月 27日（土） 

⑩ 2月 17日（土） 

⑪ 3月 2日（土） 

（11回実施） 

グラウンド・ゴルフ大会 

グラウンド・ゴルフを通じて、自然とのふれあ

いや人々の交流の場を提供した。 

《定員①④⑤⑧⑨50人 ②③⑥⑦⑩⑪70人 

参加者①47人②44人③43人④49人⑤40人 

    ⑥43人⑦37人⑧50人⑨53人⑩69人 

    ⑪58人》 

 

● 3月 15日（金） 
●グラウンド・ゴルフ 

チャンピオンシップ大会 

１年の成果を確かめるために年間通算成績上

位の方を対象にした大会を開催した。 

《参加者 49人》 
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（年間通じて申し込み） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 事業名 目 的 SDGs目標 

① 4月 23日（日） 

② 7月 9日（日） 

③ 9月 24日（日） 

④11月 26日（日） 

令和 6年 

⑤2月 24日（土） 

～25日（日） 

（1泊 2日） 

アウトドアクラブ 

（全 5回） 

年 5回の連続講座で、初回は火おこしなどのアウ

トドアの基礎を学び、ステップアップしながら最

終回はキャンプ場で宿泊し、自立してアウトドア

活動ができることを目指した。また、回ごとに新

しいメニューを取り入れ、新企画につなげられる

ようモニターになっていただいた。 

《定員 24人 参加者 24人》 

 

4月 6日～ 

令和 6年 3月 28日 

陶芸クラブ 

（全 70回） 

年間登録しているクラブ員が対象で、毎月 6回設

けた活動日に通年で陶芸に親しんでもらった。成

果を発表する機会として、年１回展示会を催し

た。            《現会員 41名》 
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理事会・評議員会開催状況

（１）理事会

回　数 開催日時 番　号 件　　　　　　　名

第1回 令和5年6月10日 議案第1号 令和4年度公益財団法人宇治市野外活動センター
事業報告について

議案第2号 令和4年度公益財団法人宇治市野外活動センター
決算報告について

議案第3号 令和5年度第1回評議員会の招集について

議案第4号 業務執行理事業務分担規程の改正について

報告第1号 代表理事・業務執行理事の職務の執行状況の報告

報告第2号 令和4年度指定管理者事業報告書の提出について

報告第3号 令和4年度宇治市出資法人自己評価報告書の提出について

第2回 令和5年6月25日 議案第5号 代表理事の選定について

議案第6号 業務執行理事の選定について

議案第7号 役員等賠償責任保険加入について

第3回 令和6年3月10日 報告第4号 令和5年度宇治市総合野外活動センター利用状況及び
事業実施状況について

報告第5号 代表理事・業務執行理事の職務の執行状況の報告

議案第8号 令和6年度公益財団法人宇治市野外活動センター
事業計画について

議案第9号 令和6年度公益財団法人宇治市野外活動センター
収支予算について

議案第10号 業務執行理事業務分担規程の改正について

議案第11号 令和5年度第2回評議員会の招集について

（２）評議員会

回　数 開催日時 番　号 件　　　　　　　名

第1回 令和5年6月25日 議案第1号 令和4年度公益財団法人宇治市野外活動センター
事業報告について

議案第2号 令和4年度公益財団法人宇治市野外活動センター
決算報告について

議案第3号 理事・監事の選任について

議案第4号 評議員の選任について

報告第１号 令和4年度指定管理者事業報告書の提出について

報告第2号 令和4年度宇治市出資法人自己評価報告書の提出について

報告第3号 業務執行理事業務分担規程の改正について

第2回 令和6年3月24日 報告第4号 令和5年度宇治市総合野外活動センター
利用状況及び事業実施状況について

報告第5号 令和6年度公益財団法人宇治市野外活動センター
事業計画について

報告第6号 令和6年度公益財団法人宇治市野外活動センター
収支予算について

報告第7号 業者執行理事業務分担規程の改正について
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理事・監事・評議員名簿

（１）理事・監事名簿

役　職　名 氏　　　名

代表理事 杉本厚夫

業務執行理事 藤原千鶴

理事 岩崎弘之

理事 鬼塚慎一

理事 宝本美穂

理事 西川治

監事 國谷和正

監事 井内徹

（２）評議員名簿

役　職　名 氏　　　名

評議員 久世谷幸治

評議員 橋本佳延

評議員 松林俊幸

評議員 森正子

評議員 安田修治

（令和6年3月31日現在）

（令和6年3月31日現在）


